
（別紙－４）

１. 打球が、フェア地域上の天井や懸垂物に当たった場合は、ボールインプレイとする。

ファウル地域上の天井や懸垂物に当たったり、穴や隙間に入り込んだ場合は、ボールデッドとする。

２． 打球が、フェア地域内にある天井の穴または隙間に入り込んだ場合、あるいは懸垂物に挟まった場合は、

ボールデッドとし、打者および走者には投球当時を基準にして二個の安全進塁権が与えられる。

３． 内野から外野にかけてフェンス上にボールが留まった場合は、ボールデッドとする。

ただし、バックネットの低いフェンス上にボールが留まった場合は、ボールインプレイとする。

４． ボールボーイ用の椅子にボールが当たってプレイングフィールドに跳ね返った場合は、

ボールインプレイとする。ただし、ダッグアウトの屋根の上に留まるか、ひさしに当たった場合は、

ボールデッドとする。

５. エキサイトシート内にボールが入った場合は、ボールデッドとする。ただちにプレイングフィールドに

跳ね返った場合もボールデッドとする。

６. ボールがカメラマン席に留まった場合は、ボールデッドとする。ただちにプレイングフィールドに

跳ね返った場合もボールデッドとする。
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